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NOKAIDAI
沖縄職業能力開発大学校

　LSIデザインコンテスト・イン沖縄とは、国内外の大学生によるLSI設計技術を競うコンテストです。 
2016年で第19回を迎え、その間に、国内の大学・高専からの参加が大幅に増えたばかりでなく、 アジア
を中心に韓国、インドネシア、ベトナムなどの海外の大学からの参加も順調に増え、 今や100件以上もの
応募がある大規模なLSI（大規模集積回路）設計コンテストに成長しています。当大学校では、2015年よ
り参加しています。

　2016年2月に開催されたコンテストでは、「人物検出画像処理回路」のハードウェア設計がテーマとし
て出題されました。国内外を含めて80チーム以上のエントリーから本選（沖縄招待）に12チーム（国内
9、海外3）が選出され、その内の2チームが沖縄職業能力開発大学校から選ばれました。

　3月に行われた本発表会で当大学校の1チームが、今後の発展が期待できるチームとして準優勝(アナ
ログ・デバイセズ賞)を頂きました。
2015年、2016年と2年連続で、準優勝、敢闘賞に輝きました。

『ＬＳＩ デザインコンテスト in 沖縄2016』
 準優勝・敢闘賞 Ｗ受賞

LSIデザインコンテスト：http://www.lsi-contest.com/

準
優
勝

賞



-100

-50

0
0 5 10 15 20 25

フロック凝集

アグロメート凝集のみ

経
過
時
間
が
長
い
試
料

経
過
時
間
が
短
い
試
料

0 50 100 150

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー

(V
t/

k
T

)

粒子間距離h(nm)
フロック凝集体の
結合力が強まる

アグロメレートで
構成される弱い凝集体
（フロック凝集）

水和により
エトリンガイトが生成される

一部の凝集力が弱い

せん断ひずみ速度(1/sec)

図 セメント粒子の凝集促進の影響

図 鉄筋通過時の材料分離解析

せん断ひずみ速度により
フロックが破壊

図 那覇市付近の飛来塩分輸送状況Map
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琉球大学工学部後援会からのお知らせ

琉球大学工学部後援会事務局
〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原1番地　TEL:098-895-8719　FAX:098-988-4641

建築材料・施工研究室について
琉球大学工学部環境建設工学科助教  崎原康平(sakihark@tec.u-ryukyu.ac.jp)

【研究概要】

レオロジーに基づいたフレッシュコンクリートの施工設計法の確立に関する研究

　近年、セメント系材料であるフレッシュコ

ンクリートの流動特性評価を従来の経験則

的技術から、体系化されたレオロジー理論に

基づく技術へ移行することが望まれていま

す。本研究では、フレッシュコンクリートの

合理的な施工設計の確立を目指して、セメン

ト系材料の流動特性をレオロジーに基づき

検討しています。セメント系材料の流動特性

としては、「ずり速度依存性」「ずり時間依存

性」「水和進行の進行過程」がありますが、本

研究ではこれらの流動特性が生じる原因と

なるセメント粒子の凝集とその破壊過程、水

和反応の進行過程を実験的に明らかにする

とともに、これらの影響を取り込んだ流動構

成式を提案しています。さらに、本提案式を

材料分離や鉄筋による閉塞問題を考慮でき

る流動解析手法と併せて開発することで施

工設計法確立への一助とすることを目的と

しています。

鉄筋コンクリートにおける塩害劣化評価システムの構築に関する研究

　鉄筋コンクリートの塩害劣化進行過程を

予測して、設計や補修・補強に役立てるため

には、屋外の各暴露試験を行うとともに、環

境データを含む基礎データを長期間分析す

る必要があります。さらに、それらの結果か

ら予測・推定された鉄筋コンクリートの塩害

状況を誰でも簡単に取り扱え、可視化できる

システムの構築することは、耐久設計や維持

管理の観点からも望まれています。

本研究では、飛来塩分輸送推定法の確立、海

岸からの距離と標高を考慮した飛来塩分輸

送状況Mapの作成等を行っており、最終的に

はコンクリート構造物の塩害劣化状況を合

理的に予測・評価できるシステムの構築を目

指しています。

　私の所属する建築材料・施工研究室では、山田義智教授を筆頭に、❶物理や化学の知識に基づく実現象
理論の構築、❷実験および調査、そして❸コンピュータによる数値解析の3つを研究の柱として、今までわか
らなかったことや，研究されていない建築材料分野に関する以下の研究課題にチャレンジしています。












